
期は、接種日の報告があった者の内、約60％は  

2004年の接種で、1．期を乾燥細胞培養日本風  

炎ワクチン（ジ主－ビックV⑳）で接種した者と同  

時期であったが、約30％は2001～2003年の接  

種であったため、1期3回接種後概ね5～8年経  

過した時点の抗体価を示している。接種前の幾  

何平均抗体価は102・70であり、日本脳炎ウイル  

スに感染しても脳炎の発症を予防できるとされる  

中和抗体価1・：10は維持されており、抗体の保  

有状況は良好であったが、1名のみ中和抗体陰  

性（く10）となっていた。また、1期を乾燥細胞  

培襲日本脳炎ワクチン（ジェービックげ）で接種  

した者より幾何平均抗体価は低かったが、接種  

からの年数が1期を乾燥細胞培養日本脳炎ワク  

チン（ジェナビックV◎）で接種した者より長く経過  

しているため抗体が減車していた可能性がある。  

また、1期を乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン（ジ  

エーピックげ）で接種した者の方が1期をァクス  

脳由来ワクチンで接種したより抗体がより長く維  

持されるかは今後の検討課顔である。2回目の  

追卿接種後は約10倍甲抗体価の上昇が認 

れ、良好な反応が得られた。  

安全性調査については、2010年3月・21日ま  

でに接種された286症例中、副反応調査票がま  

とめられた183症例iこついて中間報告としてまと  

めた結果、1名に重篤な有害事象の報告があっ  

たが、接種28日甲の体育わ授業中の骨折であ  

り、ワクチン接種と？直硬の因果関係は詠めら  

れない。その他、◆乾燥細胞培養日本脳炎ワクチ  
ン（ジエー ピックげ）の追加接種に関連有りとす  

る重篤な有害事象は報告されなかった。   

本剤接種と明らかに関連有りあるいはおそら  

く関連有りとして報告された非重篤な有害事象  

は、その多くが接種部位の発赤、腫脹であり、直  

径1甲∴5ムm未満がほとんどであったこと、関  

連が奉るかもしれないとして報告された症状は、  

様々であり、詳細は表に記載したが、いずれも  

回復していキ。  

すべての結果がそろっていないため、あくま  

でも中間報告であるが、ワクチン接種に関連し  

た垂簾な副反応は見られておらず、抗体の上昇  

も有意であり、現時点では、本ワクチンによる追  

加接種に特段の問題点は見いだせなかった。   

E．結論  

1期初回2回をマウス脳由来ワクチンで接種し、  

今回1期追加として乾燥細胞培養日本脳炎ワ  

クチン（ジエーピックV診）で接種した群も、2期相  

当（1期を乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン（ジエ  

ーピックザ）で接嘩）年齢の者に2回目の追加  

接種を乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン（ジエー  

ピック¢）で接種した群も、2期相当（1期をヤク  

ス脳由来ワクチンで接種）年齢の者に2回目の  

追加接種として乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン  

（ジエーピックげ）で接種した群も、いずれも接  

種後に有意な抗体価の上昇が認められた。   

まだ中間報告であるが、以前にマウス脳由来  

のワク≠ンを2回接種していた考に対する1．回  

目の追加接種も、以前にマウス脳由来のワクチ  

ンを3回接種していた者に対する2回目の追加 

接種も、以前に乾燥細胞培養日本脳炎ウクチ  

ン（ジエーピックV◎）を3回接種していた早回目 

の追加接種も、ワクチンに関連した重篤な有害  
事象は認められなかった。   

2010年3片叩日以降、わが国で接嘩可能な  
日本脳炎ワクチンは乾燥細胞培養日本脳炎ワ  

クチン（ジエーピックV⑳）のみとなっている。しか  

し、予防接種法に基づく2期の接種には使用が  

認められておらず、本研究班の結果が待たれて  

いると与ろである。2010年3月21日までに報告  

された中間段階のまとめではあるが、乾燥細胞  

培養日本脳炎ワクチン（ジエーピッグげ）追加接  

種の安全性に問題は認められておらず、接種後  

の抗体価の上昇は良好であった。   

F 
1．諭文発表（著書を含む）   

なし   

2．学会発表   

なし 

H．知的財産権の出願・登録状況  

1．特許取得   

なし 

2．実用新案登録 

なし   

3．その他   

なし 
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表1観葉・検査スケジュール  

由・目   ワクチン接種 廟棄   事後検査 

当 日  

来院甲  
接種日から2週間   痩種後4⊥6過廟  

種・  捷種  （臆痩後．1・4日間）   （接種後29～43日目）   

診 察 ○   ○＊‡1  ○   

体温測定＊2   q   0一毎日測定・記録 
2～麺開発熱があった時に測奉伺 

鱒   

症，状筆3   ○   ○   ○ 

採血＊4   ○ O 

q⊃  

＊1：接種者の保護者は接種後30分間アナフィラ千シー等の急な症状に対応す寧ために、  
医師へすぐに連結がとれる場所に留まり、被験者を観葉する。  
＊2：1日2回以上測定した場合は、そのうちの最高体温を記鎖する一こ  

茸増す＝ 
－ ；＝：…1・－ ＿芸盛鑑   



保護者に健康状況調査票く予診琴）の記入を依頼  
診察（問診、視診、■■聴診等）  

l  

今回の鹿討に適格な症例であるかの確認（症例萱緑葉）の記入  

1 

捜種前抗体価測定用の採血 

1  

乾燥細胞培轟日本脳炎ワク≠ン接種  

（ジエーピツクVゐ） 

1期追加は予防接種法に基づく定期接種として実施し、2期は定期外接種として実・施  
l  

被験者の観轟（‘院内で捜種後台0分間）、記録  

l   



抗体価調査結果（2010年3月21日時点中間報告）  

嘩種帝幾何車均抗体  

鱒n：（10 
228 ・25  2．7   

接痩繭幾向平均抗体 

価：真数変換値  
206．7  1848．2  65 

捷種後筆何平準  

価n：りOn）   
3：・7  3 4   

接種後幾何平均  

価，：真数変換値 
5523．2  787’4．．2   5701．3   

一
一
 
 

1二m   ．′．亡⊥J＿ふ長ふ麗定適正由通血出ぬ血走  
数l望  




